
/
ノ争つ~″久/ン /、Lタ

イクうこ・7ヽ竹多4

茨 城 県 原 子 力 安 全協 定 推 進 協議 会 総 会 にお け る講演 会

趣 味 と 人 牛

特 に切 手 収 集 につ い て

平 成 7年 7月

東 大 名 誉 教 授

ミシマ   ヨシツク・

三 島  良 績

19日  水 戸

(原 子 力 工 学 )

本 務 の 原 子 力 40年 、 金 属 50年 の 片 手 間 に切 手 趣 味 と草 野 球 を 65年 や って

き た私 の 70年 余 りの 人 生 か ら、 切 手 集 め を例 に と って、 仕 事 と趣 味、 趣 味 と人

生 につ い ての お話 を しよ う と思 い ます。

切 手 収 集 は 小 学校 へ 入 るか入 らぬ 頃 の 昭和 の 初 め に、 祖 父 が今 世 紀 初
め に 欧 州

へ 医者 と して留 学 した 時 の 外 国来 信 の 束 を祖 母 か ら見 せ られ そ
の 外 国 切 手 を 剥 し

て貼 ったの が は じま りで、 ず っと世 界 中の切 手 は 1枚 で も多 く集 め る とい うゼ ネ

ラル・ コ レク シ ョンです が、 特 に 昨今 は気 に入 った 30余 ヶ国 く らい に重 点 を お

いて、 自分 の 生 まれ た頃 (1920)か ら 70年 の そ の 国 の 切手 を全 部集 め る こ

とに集 注 して い ます。  〔英、 独、 東 独、 仏、 伊、 ス イ ス、 オ ー ス トリア、

リヒテ ンシ ュタ イ ン、 ス エ ー ァ ン、 ノル ウ ェー、 デ ン
マ ー ク、 ル クセ ンブ ル ク、

スペ イ ン、 ベ ル ギ ー、 オ ラ ンダ、 ソ連、 ロシア、 チ ェ コ、 ス ロバ キ ア、

ハ ンガ リー、 ポ ー ラ ン ド、 フ イ ンラ ン ド、 ユ ー ゴ (ク ロア チ ア、 セ ル
ビア )、

ラ トビア、 リ トアニ ア、 エ ス トニ ア、 CIS15国 、 米、 カ ナ ダ、 国連、 韓 国、

中国、 日本、 プ ラ ジル  な ど〕

専 攻 は 昭和 12年 以 降 の 日本 の通 常 切 手 (昭 和 切 手 )と 切 手 の 製 造 技 術 で、 共

に著 書 も多 く、 この 2件 の 専 門家 と して外 国 の 会 の役 員 に され た り、 全 日本 切 手

展 覧 会 の 中央 審 査 員 を 昭和 25年 か らつ とめ、 昨今 は審 査 委 員 長、 又 日本 切 手 の

発 行、 製 造 に意 見 を い う郵 政審 議 会 専 門委員 を 昭和
34年 か ら勤 め て い ます。 切

手 の 会 で は切 手 文化 会 の 前 会 長、 日本 原 子力 切 手研 の 会 長 で、 東 大 切 手研 究 会 創

鱒 15年 ■ο年ィ資Qみまたハ
くしや―率。ト

鴇神 -1えネな

？

【
ふ

「
ス

立 (昭 和 22年 )創 立 者 の ひ と りで す。



1,原 子 力 に 関 す る切 手

「 原 子 力 関 係 の 切 手 _だ け集 め る と い うや り方 は トピカ ル コ レ ク シ ョ ン と い わ

れ、 日本 原 子 力 切 手 会 は この 人 々 の 集 ま りで す。 (創 立 11年 、 小 生 会 長 )

私 は 特 に 原 子 力 切 手 の 専 門 収 集 は して い ませ ん が、 前 述 の よ うに 世 界 中集 め て い

る の で、 原 子 力 切 手 も大 抵 持 っ て い ま す。 そ の 中 か ら若 干 を ゼ ロ ッ ク ス で お 目 に

か け、 そ の あ ら ま しを ご紹 介 しま す。 (図 版 参 照 )

来 る 10月 20～ 26日 東 海 村 の 図 書 館 に 開 放 され る原 子 力 資 料 室 で 原 子 力 切
手 展 が あ り、 日本 原 子 力 切 手 会 で お 手 伝 い して 世 界 の 原 子 力 切 手 の ほ と ん ど 全 部
を 展 示 しま す か ら ご覧 くだ さ い。

又、 今 月 原 子 力 切 手 会 か ら『 世 界 の 原 子 力 切 手 の チ ェ ッ ク リス ト』 が 刊 行 さ れ

ま した。 (〒 共 1部 1,000円 )

2.原 子 力 40年 の 仕 事 の 合 間 に 切 手 を 集 め て い た ら、

I) 世 界 数 十 ヶ国 の 収 集 家 と直 接 文 通 して 交 換 した の で 友 人 が 出来、 外 国 出
張 す る 時 に 訪 間、 案 内 も して も ら っ て 便 宜 が 大 き か っ た。

(特 に 東 欧 圏 時 代 )

Ⅱ ) 第 二 次 大 戦 前 の ハ イ テ ィ ー ン時 代 の 文 通 相 手 を 戦 後 訪 問 した。

(カ リフ ォル ニ ア の 二 世 の 女 性、 ラ トビ ア の 女 性、 共 に 50年 後 の 訪 問 )
Ⅲ ) PAの 話 や 仕 事 な ど に 切 手 の 話 は 気 分 を ほ ごす の に 有 効。

Ⅳ ) 直 接 原 子 力 の 開 発 に 役 立 っ た 例 もあ り、

a)」 PDR被 覆 管 の 外 面 キ ズ、 標 準 試 料 作 成 に 切 手 の 原 版 彫 刻 技 術 を 導

入

b)被 覆 管 破 裂 様 相 研 究 で の 表 面 水 玉 も よ うエ ッチ に グ ラ ビ ア 製 版 技 術 を

導 入

C)一 般 論 と して 切 手 の こ ま か い こ と を し らべ、 そ の デ ー タ を 基 に 推 理 し
て、 そ の か げ に あ る事 象 を 究 め る と い う “切 手 研 究 の 本 筋 "は 科 学

的 目 を 養 うの に 役 立 つ。

例 :ニ セ モ ノ の 鑑 定、 製 造 時 の ミス で 出 来 た もの か ら原 因 推 定、

郵 政 関 係 犯 罪 捜 査 に 協 力
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3.人 生 と趣 味

大 別 して 現 役 の 間 と定 年 後 の 余 生 と に 分 け て お 話 しま す。 こ れ か らは 日本 で

は 後 者 が 大 切 で し ょ う。 趣 味 で 大 事 な こ とは 何 で そ ん な こ と を や る の だ と他 人 に

言 わ れ る よ うな 徒 労 に み え る努 力 の 道 程 を 楽 しむ 心 掛 け で、 心 の 利 で 十 三 分 で す

か ら物 質 的 の 利 を 求 め て は な りま せ ん。

I) 現 役 の う ち

◎ 余 暇 の 善 用、 気 分 の 転 換

◎ 適 当 な 努 力 目標 を 設 定 しそ の 達 成 に 努 力 す る 過 程 を 楽 しむ    。

◎ 収 集 趣 味 は 継 続 しな くて は ダ メ で す し、 集 め た もの は 必 ず 整 理 し、 い つ

で も参 照 出 来 る よ う分 類 して 収 蔵 しな くて は ダ メ。

◎ 切 手 だ け で な く、 い ろ い ろ の もの を 集 め る の も よ い が 限 度 を 決 め な い と

収 拾 が つ か な い。 旅 行 の 記 念 な らば 多 彩 な もの を 集 め た 方 が 写 真 ア ル バ

ム に 加 え る と後 に 面 白 い 記 録 に な る。

◎ 日本 の 新 切 手 を 蓄 財 用 に 買 い 込 む こ と は ダ メ

◎ 定 年 後 有 用 に な る もの を 始 め て お く こ と

Ⅱ )定 年 後

◎ あ り余 る 時 間 の 消 費 に 役 立 ち、 ひ と りで や れ る趣 味

◎ 本 格 的 の 集 め方 に は 関係 な く、 老 人 の 体 力、 視 力 で や れ る こ とで楽 しめ

る こ とを考 え る。

◎ 適 当 に 同好 の士 と夫 婦 い っ し ょにつ き合 う。 文通 は 大 い に可。

◎ 子供 が 独 立 し老 夫 婦 だ け に な った余 生 に共 通 の話 題 の あ る趣 味 を現 役 時

代 か らつ くって お く。

◎ 切 手 収 集 が 2代 つ づ くこ とは な いか ら遺 産 と して は無 価 値 の 方 が 面 倒 で

な い。

私 は い ま ま で、 本 式 の 集 め 方 の 指 導 者 で した が、 こ れ か らは 定 年 後 始 め る 方 の

ご相 談 に の れ る よ う に しよ う と考 え て い ま す。

以 上
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